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れ
、
在
地
の
土
豪
層.の
割
拗
的
状
態
が
比
較
的
後
ま
で
残
り
、
そ
れ
が
同
じ
く 

在
地
家
苗
団
に
そ
の
勞
：の
基
礎
一
を
置
く
堀
内
氏
に
統
一
さ
れ
て
，

？
た
の
で 

あ
る
が
、
関
力
原
役
後
、
新
し
い
近
世
大
名
と
し
て
の

i

を
具
備
し
た
浅
野 

氏
が
入
国
す
る
に
及
ん
で
、
紀
州
に
お
け
る
中
世
史
か
ら
近
世
史
へ
の
力
き
な 

変
革
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
な.っ
た
。

M

主
と
し
て
浅
野
氏
が
領
内
の
土
地 

と
農
民
を
暈
的
に
把
握
す
る
た
め
検
地
と
家
数
改
を
す
る
に
及
ん
で
、
熊
野
北 

山
地
方
に
も
漸
く
近
世
化
へ
の
横
が
打
ち
込
ま
れ
た
。
即
ち
、
自
ら
の
地
位
を 

奪
わ
れ
、
近
世
領
主
の
下
に

「

農
民
1-
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
道
程
に 

登
っ
た
土
豪
達—

し
か
も
彼
等
は
他
地
方
に
み
ら
れ
る
様
な
武
士
化
に
ょ
る 

在
地
で
の
勢
力
の
喪
失
や
、
移
封
に
伴
っ
て
の
転
居
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
そ 

の
ま
ま
の
形
で
そ
の
勢
力
を
温
存
し
得
た
I

の
眼
に
は
、
徹
底
し
た
封
建
領 

主
制
を
確
立
せ
ん
と
す
る
浅
野
氏
の
巨
大
な
そ
し
て
そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と 

の
な
，い
異
質
的
な
姿
が
映
じ
た
に
違
い
な
い
。
：，彼
等
は
勿
論
直
ち
に
は
反
抗
で 

き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
不
安
と
不
満
は
次
第
に
蓄
積
さ
れ
、

「

臨 

界
量」

に
近
付
き
つ
つ
あ
っ
た̂
、
大
坂
の
両
役
が̂

a

し
、
浅

野

氏

は

議 

力
を
こ
れ
に
割
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
間
隙
を
突
い
て
反
乱
に
至
っ
た

.の
で
あ
. 

る
。

' 

.

•

従
っ
て
こ
の
一
揆
の
籍
に
、
貨
僧
経
済
の
展
開
に
伴
う
農
民
層
の
分
解
に 

対
応
し
て
生
じ
た
近
世
後
期
の
百
姓
一
揆
に
見
ら
れ
る
様
な
農
民
の
経
済
的
要 

■求
も
な
け
れ
ば
階
級
的
耍
素
も
な
か
っ
た
の
で
：あ
る
。
ニ
揆
は
土
豪
層
の
新
封

. 

建
領
主
に
対
す
る「

反
抗」

で
あ
っ
て
す
ぐ
れ
て

「

政
治
的」

で
あ
つ
た
と
胃

S

ハ'
£

九
ニ)

え
る
。
勿
論
：一.揆
の
中
心
と
な*5
た
の
は
熊
野
北
山
地
方
の
山
間
部
で
あ
^

^
 

海
岸
地
帯
の
土
豪
は
こ
れ
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
そ
の
鎭
压 

に
与
.し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
：の
地
方
办
山
間
部
の

「

土
豪」

.
と
し
て
•の
社
会
的 

経
済
的
i

に
共
通
，な
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
。

.
こ
の
一
撲
の
意
義
は
、
地
域
的
に
限
れ
ば
、
ま
た
：ぞ
の
結
末
だ
け
を
考
え
れ 

ば
、
そ
れ
程
犬
き
な
意
味
を
持
た.な
い
様
に
見
え
る
。
し
か
し
、
中
世
か
ら
近 

世
へ
の
移
行
の
内
に
、
異
質
的
な
政
^

g
'l
f

c

^

g罾
m

が
如
何
な
る
形
態
で
反 

撥
1>

合
い
、
：
遂
に'はJ

方
が
他
方
を
武
力
を
も
っ
て
懐
滅
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
か 

っ'
た
姿
を
端
的
に
示
す
史
実
と
し
て
、
単
な
る
地
方
的
一
撲
と
し
て
片
附
け
る 

事
を
許
さ
な
い
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
言
え
ょ
ぅ
。

ま
た
そ
の
直
接
の
影
響
と
し■.て
、
伊
東
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
、
紀
州
藩
に
お 

け
る
地
士
制
度
の
出
規
を
挙
げ
る
裏
も
.で
き
る
。.
更
，に
は
、
こ
の
地
方
が
近
世 

を
通
じ
て
藩
権
力
に
決
し
て
従
順
で
は
な
く
、
幕
末
に
お
け
る
騒
動
を
生
み

、. 

引
い
て
は
明
治
に
お
け
る.い
わ
ゆ
る
大
逆
事
件
の
当
事
者
、
同
調
者
を
多
く
生 

ん
だ
の
も
へ
こ
の
中
央
か
ら
遠
く
残
さ
れ
た
辺
境
の

「

土
豪
的
f

」

の
然
ら 

し
.む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
：す
れ
ば
、
慶
長
の
こ
の
一
揆
は
ま
さ
に
そ
の
様
な 

反
抗
：の
先
駆
的
形
態
で
あ
っ
た
と
.す
る
の
は
独
り
筆
者
の
思
い
す
ご
し
で
あ
ろ

ぅ
か
。

ハ.
(

注
一)

拙

稿「

近
世
初
期
の
検
地
と
本
苗
姓
身
分
の
形
成

」

笫
因
表
参
照
。

所

得

—

余

暇

撰

好

場

の

測

定

J
、
：

I

序
文——

S

本
搞
の
目
的
と
概
要

■

.

,

'

s

事
実
の

.

観

察

:

I

:'
.

所
得

I

余
暇
の
撰
好
：理
論
，
：

，：

.

，
:

 

.

- 

_

S

労
働
の
不
効
用
と
余
.暇
の
効
用

(P
)

.

.

.所
得
，
余
暇
撰
好
場
と
家
許
の
効
用
極
大
行
為 

■

I

家

訃

調

査

資

料

へ

.
の

適

用

-.
'■

. 

•

•

吵
計
測
さ
る
べ
き
理
論
模P

L

'-

.

:

:(
p

)

'

使
用
さ
れ
た
賛
料
の

.

性

格
.

'

.

T

し

二
十
六
年
丨
三
十
年
度
資
料
に
.ょ
る
誘
導
形
の
計 

.

.

，測
結
果 

W

計
測

 

~ 

.
- 

.

. 

S
.
.
.

模

型
' (

I

)

.

舛

模

型
.(

I

)

(-
)

:

摸
.

型
：(

H

)

 

y
 

.結
：
.語
:'
:

•:
■

:

:

.

所
得

I

余
瑕

撰

好

場

.
の
測
定

.、

尾

崎

。：

厳

■

I

序

文

.

(

ィ)

本
稿
の
目

的

と

概
要 

所
得
一̂

暇
撰
好
場
の
計
測
は
一

一

づ
の
経
済
学
的
意
味
を.も
っ
て
い
る
。 

.

一
つ
.は
労
働
供
給
機
構
の
解
明
で
あ
り
、
他
は
、
家
計
の
所
得
決
定
の
構
造 

.を
明
ら
か
に.す
る
.こ
.と
..で
.あ
る
.。

::

前
者
は
、労
働
市
場
に
登
場
す
る
一
方
の
主
体
者
と
し
て
、
賃
金
率
に
反
応
す 

る
供
給

主
体
の
行
動
を明
ら

か

に

す

る

(

穷
働
の
供
給
函
数
の.統
計

的

決
定)

。 

こ
の
^

^

は

も

ぅ

一
方
の
主
体
者
た
る
企
業®

の
確
認——

労
働
需
要
函
数 

の
統
計
的
導
出
と
相
ま
っ
て
、
賃
金
^

双
定
の
^

^

を
明

ら
か
に
す
る
、だ
ろ
ぅ
。 

•

:

後
者
の
家
計
に
対
す
る
所
得
決
定
：の
機
構
分
析
は
、
従
来
の
所
得
所
与
の
下 

に

展
開
さ
れ
た
消
費
行
動
模
型
の
計
測
と
連
結
さ
れ
て
、
よ

り

一

般
的
な
家
計

.行
動
理
論
を
形
成
す
る
。
後
節
で
の
ベ
ら
れ
る
如
く
、

.所
得—

余
暇
の
撰
i

'
 

論
と
は
、
：
ぞ
め
本
質
に
お
い
て
消
^

.

^
暇
の
撰
好
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
ぅ
.に
所
得
一̂

暇
撰
好
場
の
計
測
は
、
伝
統
的
な
消
費
i

理
論
と
.
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1.
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第 一 表 世 帯 主 の 顔 )め先から収入階級別勤労者世#  ， ：:" ■ • " ' . . .... .... . (
(勤労者世帯全部)全都市象計調李声料

⑴世帯数 

n

(2)家計人員 

N + 1

⑶有業人員
(4)非有業

入 .員 

A

㈨ 世帯主

' : :賃 ' 金

(6)非世帯

主賃金

w 2

CO有業率

土 L  
N + 1

⑴ 99 4.63 1.69 2.94 707 5,995.7 0.36
⑵ 127 4.47 1.91 2.56 5,965 5,471.4 o.4a
⑶ 265 4.48 1.58 2.90 9,838 6,320.7 0.35
⑷ 446 4,54 1.55 2.99 14,011 5,556.4 0.34
C 5) 358 4.73 1.41 3.32 17,968 6,290.2 0.30
C6 ) 358 4.81 1.38 3.4B 21,758 7,007.9 0.29、
C 7) 235 5.00 1.37 B.63 25,753 5,524,3 0.27
( 8 ) 159 5.16 1.34 3.82 29,953 7,258.8 0.26
( 9 ) 116 5.22 1.44 3.78 33,789 8,111.4 0,27
( 10) 68 5.26 1.34 3.92 37,951 9,732.4 0.25
( 11) 43 5.30 1.35 3.95 41,333 8,662.9 0.25
( 12) 30 5.27 1.30 3.97 45,725 8,970.0 0.24
(13) 25 5.52 1.28 4.24 50f093 13,689,3 0.23

:

効
用
理
論
に'
:立
脚
す
る
労
働
供
給
理
論
双
方‘の
諸
成
果
：を
そ
の
理
論
的
背
景
に 

も
ち
、
両
者
を
結
合
し
た
最
も
一
，般
的
な
家
計
^
^
の
図
式
を
展
開
す
る
も
の

'で
あ
.る
。

：
.

X

 

:•.
:
.

.
■■

本
稿
で
隱
さ
れ
る
撰
好
理
論
か
藝
ば
、
へ
す
で
に
'

に
ょ
ヶ
：
 

て
、
一
九
三
ニ.年
に
与
え
ら
れ
た
デ
独
立
財
の
仮
定
と
定
式
化
の
：方
法
を
除
き
、 

本
質
的
に
理
論
的
な
相
違
点
は
存
在
し
な
い
。
'

'

.

次
に
撰
好
場
計
測
の
概
要
を
.の
べ

V
お
く
。.：最
初
に
、：
家
隱
査
昭
和
二
十 

年
九
月
の
特
別
集
計
資
料
を
観
察
し
、
家
計
が
賃
金
率
の
変
化
に
対

^

し
て
、 

労
働
の
供
給
量(

有
業
人
員)

を
決
定
す
る
機
構
の
存
在
を
確
認
し
r

お
ベ 

(

次
項S

)
。

次
い
で
I

節

で

、
、
上

記

の

現

象

を

説

明

し

得

を

所

得

一

^

暇

の

撰 

好

理

論.を
展
開
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
直
接
の目的：

は
、
そ
の
撰
好
場
。ハ
：ラ
メ
タ 

の
安
锘
的
な
導
出
と
、
撰
好
場
を
変
位
せ
し
め
る
要
因
を
探
り
出
す
こ
と
に
尽 

き
る
。
何
故
な
ら
ば
、
冒
頭
に
の
べ
た
労
働
供
給
函
数
も
、
需
要
分
析
の
前
提 

となる

所
得
稼
函
数
も
共
に
、
撰
好
場パラ

メ
タ
の
計
測
結
果
か
ら
導
出
さ
れ 

る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

见
節
で
は
計
測
の
為
に
使
用
さ
れ
た
資
料
に
関
す
る
制
約
条
件
を
明
ら
か
に 

し
、
W

節
で
諸
仮
説
に
基
く
計
測
結
果
の
検
討
を
な
し
た
。

以
上
が
本
稿
の
目
的
と.概

要

で

％

る
’。

(

ロ)

裏
実
の
観
察
：

：

,

第
一
表
は
、昭
和
，二
十
九
年
九
月
特
別
集
計
に
ょ
る
総
理
府
統
計
局

「

家
計 

調
査
報
告」

(
F
I
E
S
)

の
表
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
の

F
I
E
S

が

非
世.

市
主

I '

9

円

9.GLW

8.000

7.C00

6,000

第一図世帯主賃金率と有業率及び非世帯主賃金率

ハ.....' . : ぐ *
桃 丨 : 丨リ ノ  • . V : ：
凊業考へて  . ト ■■

非
世
帯
主
賃
金
率W2 

;

e

-
を
図
の
〇
点
で
示
せ 

-
g

ば
、
相
当
の
変
動
は 

あ
る
が
既
述
し
だ
如 

く
、
高
所
得
階
層
程
、 

o

W2

は
高
く
な
る
傾
向

• 

_

を
も
つ
て
い
る
。

こ

の
図
は有

®
?

数 

が
人
員
！
2

;、
世
帯
主 

00

賃
金
率
％
、
非
世
带 

30
.

1

主
賃
金
率
W2

の
函
数 

で
あ
る
こ
と
を
示
唆 

し
て
い
よ
ぅ
。

Q20
.

(
1
)

>

n

/

• 

(
W
1
'
W
2

 , 

N
)

0.4

a3

丨00
0.2

■
.
.
⑴
式
が
家
則
行
動 

咖

と

し

て

の「

労
働
の 

供
給
函
数」

に
ほ
か
. 

な
ら
な
い
0 

わ
れ
わ
れ
の
目
的 

は
、
こ
の
年
々
'計
測

H

九

.(

五
：九

五

〕

現
金
実
収
入
階
敝
別
に
階
層
を
区
扨
っ
て
い
る
の
に
#

し
、
.こ
の
表
の
み
は
、 

世
帯
主
所
得
階
層
別
に
階
層
を
区
分
し
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
表
の
意
味
す
る
と
こ
ろ.は
、

⑴

泚

帯

主

収

入

(

賃

金
^

の
少
な
.い
家
計
ほ
ど
、
家

計

人

員

”

の
減
少 

'
に
も
か
.か
わ
ら
ず
、
.
有

業

人

員
^

+

1
が
多
い
こ
と
°

⑵

従
っ
■
て
高
所
得
階
層
に
な
る
に
つ
れ
て
、
非

有

業

人

員

(

余

暇

人

員

)

/1

は
顕
著
に
増
大
し
て
ゆ
べ
こ
と
。
，

_

.

.

(3
)

更
に
ま
.
た
、

世
帯
主
収
入
が
低
く
な
るほ
ど
、

非

世

帯

主

の

.
一
人

当
り 

収

入(

非
世
带
主
賃
金
率̂

:

も

減

少

す

る

こ

と

。
：

リ 

'

の
三
点
で
あ
る
。
以
上
は
、：
既
に
'賃
金
基
本
調
査
に
，お
い
てI

広
已
教
授
の' 

.

指
適
さ
れ
た
諸̂
!
で
あ
る
。
こ
の
三
点
は
相
疆
し
て
、
世
帯
主
収
入
の
低
い 

家
計
に
対
す
る
労
働
市
場
の
不
利
な
諸
条
件
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、 

さ
ら
に
高
所
得
階
層
か
ら
低
所
得^

!

に
わ
た
る
各
家
計
の
、
有
業
人
員
と
賃 

.

金
率
の
変
動
関
係
を
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
底
に
労
働
供
給
機
構
と
し
て
の
家
計 

の1

般
的
®

原
理
が
見
出
さ
れ
る
ょ
ぅ
に
思
え
る
。：

第
一
ま
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
世
帯
主
賃
舍
W:

の
増
大
.
に
つ
'れ
て
入
員 

(
N
+
1
)

も
増
え
て
い
：る
か
ら
、
こ
れ
等
の
相
違
を
処
理
す
る
た
め
簡
単
に
家
計 

の
労
働
i

量
の
指
標
と
し
て
、
家
計
人
員
一
人
当
り
の
i

人
員
数
を
と
り

.

セ
+

1

s

l l
A

S

を
も
っ
：て
、
世
帯
主
賃
金
率.
^

と
対
搭
せ
し
：办
た
も
の
，が
第
.ー
図
厶
線
で
あ 

る
。
最
低
階
層
を
除
い
亡
：

<
1
曲
櫞
は
明
ら
か.
に
右
下
り
0'

様
相
を
1

东
す
。
;.
1

方

所
得
I

余

暇

撰

好

揚

の

測

定
•



四
〇

(

五
：九
六)

さ
れ
る
供
給
函
数
の
構
造
を
自
律
的
に
説
明
も
ぅ
る
家
計
行
動
模
型
を
耩
成

. 

し
、
そ

の
構
造
を
知
る.
こ
.と
に
あ
る
。

- 

' 

,

(

注
1

)

 

R
,

 F
r
i
s
c
K

s
 K

e
w

 

M
e
t
h
o
d

 0
f
M

<I)
a
s
u
r
i
I
i
g

 

o
f
^
a
r
g
i
n
a
l

 

u
t
i
l
i
t
y
、
，
c
h
’

1

2

' 

v

;

(

法
ろ
消
費
行
動
理
論

^

つ
い
で
は

:

.

.

''

:

.

:

.

,

.

辻
村
江
太
郎—1
習
慣
形
成」
経
済
研
究
、
：
及
び，

- 

.「

習

慣

.形

成

とク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
殳
お
に
お
け
る
非
直
線
性」

.三
田
学 

^

，会
雑
.
誌
- 

一

.

.

,

.

:■
'■
',

.

労
働
供
狳
機
櫛
に
関
し
て
は>

■

.

■
'
:.,

,

:
小
羅
恵
.
.一
郎
-1

労
働
供
給
め
.
機
構
.

」

' 

蔽
货
研
究 

■ '

本
槁
の
計
測
は
両
氏
の
諸
論
文
に
負
ぅ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

:

.
J
,
b
U
T
O
e
n
b
e
r
r
y
,

 

c
l
n
c
Q
m
e
,

 

s
a
v
i
n
g
： 

a
n
d

 

t
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

O
HJ 

C
o
n
s
u
m
r
a
e
r

 

B
e
h
a
v
i
o
r
,

.:-
名
0
1
<
1
:
D
e
m
a
n
d

 

A
n
a
l
y
s
i
s
、

(

注
3

)

.

有
沢
成
巳「

賃
金
構
造
と
経
済
樺
造

」

賃
金
基
本
調
査P.

 

5
7
:

.

ノ 

：
紅
:

所
得—

余

嘅

め

撰

好

理

論

：

，

(

_

ィ)

労
働
の
不
効
用
と
余
暇
の
効
用；

次
の
一
一
つ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

一
つ
は
、
を
暇
の
効
砠
と

^

_

の
不
効 

用
の
関
連
に.
つ
い
て
；で
あ
り
、
他
は
、
行
動
主
体
を
家
計
と
す
る
か
個
人
と
.す 

る
か
.
の
問
題
で
あ
る
。'後
者
は
労
働
時
間(h

o
u
r
)

と
有
！̂

数

(
m
a
n
)

の 

問
題
忆
嚮
連
す
る。
.

,

こ
の
稿
.で
'
は

t

賞
し
て
象
計
、王
体
の
人
員
タ
ー
ム
に
よ
る
所
得
一
暇
撰
好 

場
の
計
測
と
；し
て
、
労
働
供
耠
1

#

の
分
折
が
な
さ
れ
た
。
.

.

計
測
©

為
.に
^

の
接
近
方
哉
を
選
ぶ
か
は
、
使
用
可
能
な
資
料
の
^

^

と
、

.

仮
説
の
設
定
及
び
計
測
結
果
の
^

^

性
に
よ
っ
て
判
断
さ
る
ベ
.き
も
の
と
思
わ

れ
る
。
:

:

';
.

二
. 

-
ぐ

•

最
初
に
余
暇
の
効
用
と
労
働
の
不
効
用
の
関
係
に
つ
い
て
の
ベ
よ
ぅ
。

フ
リ
ッ
シH

は
、
.労
働
の
限
界
不
効
用
の
タI

ム
で
労
働
供
給
機
構
を
説
明 

し
、
後
に
ヴ
ォ
ル
ト
は
、
佘
暇
の
効
用
の
タ
ー
ム
で
こ
れ
を
定
式
化
し
た
が
、 

両
者
は
本
質
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
.は
な
い
。

.伝
！！

： §

な
理
論
的
展
開
に
従
：っ
て
暫
ら
く
、
行
動
主
体
を
個
人
と
考
え
て
お 

i

一
日
の
労
働
時
間̂
の
増
大
に
つ
れ
て
、
通
常
フ
後
の
労
働
の
略
办
不
効 

用
石
は
増
大
す
る
ゆ
え
に
、'
般
的
に
、
/•«
は
パ
の
函
数
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 

た
0

他
の
条
件
を
ず
べ
て
一
定
と
し
て

(

あ
る
い
は
所
得
と
労
働
時
間
を
互
に 

独
立
財
と
し
て)

.

.

:

:
'

{2}

こ
こ
で
労
働
時
間
パ
と
余
暇
時
間
4

は

恒

等

的

に
'

ノ

(
3
)
セ
=
2
4
|
」

.

し
た
が
A

て

、

f

増
分
に
関
し
て
は
形
式
的
に•

:€」

•&
=
=
IJA

が
成
立
つ
。
⑵
の
限
界
不
効
用
函
数
を
余
暇
^
の
タ
ー

ム

で̂

わ
せ
ば

(
5
)

如
だ
け
の
労
働
時
間
の
増
分
は

(6
)

 

v
(

A0

 

•

し
セ
⑴
I

X

2
4丨
3
•

だ
け
の
不
効
用
の
増
分
を
ひ
き
起
す
。

.

家
計
の
行
動
摸
型
が
撰
好
場
図
式
で
と 

ら
え
ら
れ
る
と
き
、
：
一
，般
的
に
は
、
.不
効
用
よ
り
も
効
用
タ
ー
ム
で
考
察
す 

る
こ
と
がr

定
式
化
に
便
宜
で
あ
る
た
め'、

あ

ら

た

，め

て

、

(6

)
式
の
右
辺
を

3

I

K

N

I

b

i

s

と
変
換
を
行
な
い
、

を
余
暇4

の
限
界
効
用
と
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。

J/
1

だ
け
の
余
暇
の
増
分
に
も
と
づ
く
余
暇
の
限
#

効
用
の
増
分
x

b

 

の 

意
朱
は
上
述
で
明
ら
か
と
なっ
た
。
余
暇
の
限
界
効
用
は
労
働
の
限
界
不
効
用 

を
(7
)

式
で
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

効
用
理
論
に
立
脚
す
る
労
働
供
給
機
構
の
説
明
で
は
、
ナ
ィ
ト
め
定
式
化
に

.
' 

お
い
て
も
、
フ
リ
ッ
ツ
ユ
、
ヴ
ォ
ル
ト
に
お
い
て
も
、
個
人
に
お
け
る
労
働
時 

'

間
の
タ
ー
ム
で
理
論
の
展
開
が
な
さ
れ
た
。
付
れ
、ど
も
許
測
の
プ
ロ
セ
ス
に
お 

い
て
は
■

入
よ
り
も
家
計
を
行
動
主
体
に
>

る
こ
と
が
分
析
の
目
的
に
対
■し
て 

I

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
.

事
実
、
わ
れ
わ
九
の
許
測
模
型
は
、
所
得
一
^

暇
. 

の
撰
好
場
の
計
測
か
ら
労
働
供
給
函
数
を
導
ぐ
の
で
あ
る
が
、
後
述
さ
れ
る
よ 

ぅ
に
所
得
は
支
出
総
額

(
t
o
t
a
l

 

e
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e
)

或
は
、
集
計
さ
れ
た
消
費 

c
a
g
g
r
e
g
a
t

CDo
o
3
1
s
l
;
m
a
p
t
i
o
n)

.
と
し
て
定
義
さ
れ
消
費
行
動
理
論
と密
接 

不
可
分
な
関
係
に
あ
る
、。
し
か
る
に
消
費
行
動
の
計
測
に
お
い
て
は
、

:'

。ハ
レ
ー. 

ト
以
来
、
家
許
行
動
摸
型
と
し
て
撰
好
場
を
計
測
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
多
く 

の
成
功
を
お
さ
め
て
き
た
。
こ
れ
が
家
計
を
行
動
主
体
と
と
る
こ
と
の
第
一
の 

.

理
由
で
あ
る
。
ま
た
先
の
第
一
表
の
説
明
は
、
労
働
供
給
に
対
す
る
家
計
行
動
理 

論
の
展
開
に
有
力
な
根
拠.を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
理
由
の
第
二
で
あ
る
。

所
得
丨
余
瑕
撰
好
場
の
測
定

労
働
時
間
に
'つ
い
て
は
ヴ
ォ
ル
ト
も
指
摘
し
て
い
る
よ
ぅ
に
、
各
家
；̂

成 

員
別
の
労
働
時
間
に
関
す
る
資
料
が
皆
無
で
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
け
れ
ど 

も
、
家
計
を
行
動
主
体
と
，し
、'

構
成
人
員
に
対
し
て
何
人
の
有
i

が
労
働
市 

’

場
..

に
そ
め
，労
働
力
を
提
供
す
る
か
の
分
析
は
、
そ
れ
自
体
雇
用
理
論
の
供
給
側 

の
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
を
も
っ
.

て3

る
。

以
上
は
、
こ
の
稿
に
；お
い
て
、
，入
員
タ
ト
ム
に
お
け
る
家
計
行
動
理
論
を
展 

開
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
.

も
の
で
あ
る
。
 

，

(

ロ)

.

所
得
i

暇
撰
好
場
と
家
計
の
効
用
極
大
行
為 

貨
幣
あ
る
い
は
収
入
，の
限i

用

3

を
測
定
し
よ
ぅ
.と
す
る
試
みに
お
い 

て
、
フ
メ
ッ
シ
ャ
ー
は.、
«

が
名
目
所
得(

n
o
m
i
n
a
l

 

i
n
c
o
m
e
)

と
、
す
べ 

て

の

財

の

価

格

に
依
存
す
る
も
の
と
考
え
て 

日
"

色0
?
;

. P1
,
.
.
.
.
P
2
,

 

.

.

.；
：.hj
3)

と
定
式
化
し
、
フ
リ
ッ
ツ
ュ
は
こ
の
相
対
価
格
体
系
を
生
計
価
格

(
p
r
i
c
e

 

o
f
.

 

l
i
v
i
n
g
)
p

の
定
義
の
下
に
，

H

s
=
s
fP).

な
る
へ
尸
の
ニ
変
数
に
よ
ぅ
て
定
式
化
し
た
ノ
こ
の
フ
リ
ッ
シ
ュ
の
生
計
価 

格
卩
の
導
入
は
、
，
す
べ
て
の
財
が
独
立
財
で
あ
る
と
の
仮
定
と
共
に
直
ち
に

の
均
等
式
を
導
き
、
そ
の
労
働
供
給
機
構
へ
の
適
用
を
著
し
く
容
易
な
ら
し
め 

た
も
0
>

考
え
ら
れ
：る
。
事
実
、
生
計
価
格
?

の
導
入
は
、
直
接
、
貨
幣
所
得

を
P

と
し
て
• 

-

、： 

.

.

四
.

一.

.

£

九
七)



B

s
11
A

イ

r '
.

.

I

P
 

.

か
ら
実
質
所
得
ゲ
と
そ
の
限
界
効
用
を
定
義
す
る
為
に
、
所
得
~
^
暇
撰
好
理 

論
の
先
駆
を
な
す'4
め
：で
あ
づ.
た
。
生
計̂

^

^

し
た
が
.っ
て
_

«

双
得
の
.
 

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
.と
.
で
ヴ
.
ォ.
ル
ト
流
の
余
暇
の
：タI

ム
..で

家

計 

行
動
の
最
も
一
般
的
な
図
式
を
展
開
し
.て
お
く
。
 

. 

. 

.

,. 

.

家
部
の
効
用
指
標
函
数
を
次
式
で
と
ら
え
る
。

.

(2
) 

U
"

养 qlqt:

,

…
q w

>

\

2…
…
」

S

.

'こ
こ
に
ぬ

1̂

…

f

は
貯
蓄
を
含
め
て
家
针
が
購
入
す
る
す
べ
て
の
財
め
量 

で
あ
り
、
家
計
人
員
は
拉
人
、
そ
の
構
成
員
別
に
、
余
暇
時
間
を
ル
、
就
業
時 

間

を
W
Q
=
1
V
2
,
:
:
:
N

)

と
す
れ
ば
、
各
構
成
員
別
に 

■
(
3
)

ミ
+」

«o
.
n
2
4 

Q
n
M
.
—

N
)

が
成
立
：つ
。

各
財
の
価
格
を
I
v
a
H
l
:
:
:
6

、
各
構
成
員
把
提
示
さ
れ
た
賃
金
率
を
ル 

更
に
家
計
所
得
をI
と
す
れ
ば_

s

.
p

s
l

T
i

-
-
-
-
:

.

+

?

3?
=

1”

夂
1高
1+

乜
2高
2+
:

-
-
-
-

h

 

セ n
W

n

⑶
式
に
⑷
式
.ミ=

2
4

丨」
i

を
代
入
し
て
.

(5) 

y
p
l
+
M
i
^
w
,
.

 =

 2
4
*
M
i
N
i
w
,
.

を
得
る
。
⑶
を
制
約
条
件
に
し
て
、
⑵
の
効
用
指
標
を
極
大
な
ら
し
め
る
必
要 

条
件
は
、
ょ
く
知
ら
れ
た
、
加
重
限
界
効
用
均
等
式
に
他
な
ら
な
い
。

ぎ

QJ
.
S
. 

'
 

.die. 

.
 

d
u

 

:

.
 

ぎ

g
 

k

i

t

r

,

 

1

切」
N

こ
の(

s

+

达
丨1

)

個
の
式
と
、
⑶

の
式
は9
+

N)

個
の
変
数̂

泛…
…

f

 

t 

t

…
…
，

の
均
衡
値
を
定
め
る
で
あ
ろ
ぅ
。

⑵
！
(6
)

の
.
図
式
は
、
消 

費

行

動

：と
.
労
働
供
給(

し
た
が
っ
て
所
得
稼
得

)

：0

を
一
：括
し
たf

一
 

般 

的
な
家
計
行
動
の
内
部
均
街
の
図
式
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
人
員
タ
ー
ム
，で
、
，
か
つ
、
世
帯
主
と
非
世
帯
主
の
二
分 

類
に
ょ
ら
て
、計
測
が
な
さ
れ
.
た
？
次
の
ょ
ぅ
に
あ
ら
た
め
て
訂
号
を
定
め
る
。

• 

Y

 

W

 

ニ

诗

靜

减
I

 

,

W
;

 

_

溝

發

规

:

八

」

ッ
^

^

>)®(

^

攝 
A

s

l

+

i; 

(
1

 

A

S

珅
叆
妝 >

■
U
+
N
;

m

i

t

_

^

A)®(
1

 

A

s

#

_
故)

直
ち
に
⑵
丨(6
)

に
対
応
し
て
簡
単
化
さ
れ
た
次
式
が
導
か
れ
る
。

.(7) 

A
t
+
Z
I
H
N

 

0
r
^
=
N
—
4
.

(
8
)
.
.

 

P
SJ
1

+
.

.

.i
+
P
T
^
n
"
l
=
w
l
+
/
M
W

(
8
)、

0
F
I
-
M

句
"

矣
1

-f
N
 
到
 

运 

u
=
u
c
q
l
q
r
:
:
.
q
b

co
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概
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あ
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猶
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ĉ
2
2

 

w

は
各
所
得
階
層
の
家
計
に
と
り
一
定
で
あ
る
か
ら
、
各
年
每
に

，
.
 

遠 
k

*

=

A

+

B、

(

w

l

*
-+
N

*

w

*

)

4

v 

が
計
測
さ
れ"

、
ず
を
そ
れ
ぞ
れ
前
式
に
対
痧
さ
せ
る
と
、

-

登

!>

(
a
l
w
l
o
s
)

td
、
=
.

■
cc-l.lww

12
C
&
1
2
W
+
C
5
2
2

 

Q
l
l
'
w

—

M
S
U
'
^
+
&
s
s 

な
る
関
係
を
得
る
。a?
)

が
'家
計
行
動
に
お
け
る
労
働
の
供
給
函
数
に
ほ
か
な
ら

さ
て
家
計
調
査
資
料
の
各
所
得
階
層
に
属
す
る
家
計
は
、，
上
に
の
ベ
ら
れ
た 

標i
F
M

f]-
.

の
ょ
ぅ
に
一
定
の
構
造
を
も.つ
て
い
る
証
で
は
な
い
。
年

齢

震

も 

性
別
構
造
も
さ
ら
に
、
職
業
、
'
教
育
、
：■環
境
や
慣
習
そ
の
他
一
切
の
条
件
が
異 

龙
る
敢
に
、
当
然
、
洛
構
成
員
企
業
側
か
ら
呈
示
さ
れ
る
葫
実
の
賃
金
率

W

四
四
.：(

六
0
〇)

も
異
な
れ
ば
、.又
賃
金
率
评
に
宓
じ
る1

_

パ
、
し
た
が
っ
て
余
暇4

の 

震

も

等

：し
く.は
な
い
。
理
論
的
な
変
数
％
と
、
>

現

実

の

囊
/1

を
対
宓
さ
せ

-

0

^
 

t
 

 ̂

 ̂

 ̂

^

;:
;

:

'

-:
一

」

:.
B

,

n

*

=

^

w

.

f

^

N

>

^

w

*

H

N

W

.

の
成
立
を
わ
れ
わ
れ
の
テ
プ
ロ
丨
チ
の
公
準
と
し
て
知
く
。；

'

わ
れ
わ
れ
の1

し
得
る
式
は
、
.
.(1
7

)

ま
た
は
08
)

式
€»
.

両
辺
に
|
:
を
乗
じ
た
脚 

哟
と
.な

る

だ

み

 

5

。':
.
.
--
へ 

.
..
.
ノ

I

.̂
*(

©

r

w—

a

-

v

.

g

z
i
w
”
/
l
*
w
*
:
=
.

9
1
1
W
W
—

to<
x
l
2
w
+
C
&
2
2
.

 

w
^
S
I
l
w
—
a
l
s
)

•
(
w
l
+
N
W
)
t
y
、、

■

S
U
W
=
A
+
B
r
w
l

十 N
w
>
-
H
;

-P 

'
.
M
L

 

⑴
B
w
*

(v
^
<
°

資
料
と
し
て
得
ら
れ
.る

の

，
は

：
、

.
左
辺
；の

耀

と

右

辺

第

ニ

項

の

c
w
l
+
N
W
)

 

で
ぁ
る
。
 

.

こ
こ

で
(9
)

|

(1
5

)
の

^

測
畠
型
の
計
測
に
対
す
る
統
計
的
1

に
つ
い
て
ふ
れ 

て
ぉ
こ
ぅ
。

'

,

:
 

-

 

ス
ト
ラ

ク
チH

ナ
.
は
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効
用
指
標
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)
の
限
霖
用
均
等
式
で
あ
る
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こ
'
の
式
.で
、
家
計
は
そ.
の
内
部
：

f

衡
.
の
図
式
に
従
っ
て
行
動
す
る
と
.の
仮
説
に 

よ
り
、
こ
の
家
計
に
対
し
.て
模
型
の
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部
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
条
件
は
、

併

還

；
響

茶
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韻

时
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匀

の
三
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で
ぁ
り
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下
に
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計
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撰
択
す
る

^

欽

は
.
 

の
ニ̂

数
で
あ
る
。

ス
ト
ラ
ク
チ
ユ
ア
か
ら
導
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
外
生
変
数
を
独
立
変
数と
し 

た

H
e
d
u
c
e
d

 

f
o
r
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は

(

2 1
0

式
で
あ
り
、
こ
れ
が
計
測
さ
る
べ
き
式
で
あ

る
。

ノ

ヮ
ル
ト
に
よ
つ
て
樹
立
さ
れ
た
、
各
期
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る

許
測 

値
を
更
に
時
系
列
に
並
べ
て
、ス
ト
ラ
ク
チ
ナ
ア
ル

パ
ラ
メ
タ
を

■
ま
す
る
方 

法
を
用
い
れ
ば
、
鋪
の
A

、

B

両
係
数
か
ら
完
全
決
定
法
と
し
て
ニ
時
点
の
ク 

P

ス
セ
ク
シ

a

ン
資
料
を
用
い
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
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ロ)

使
用
さ
れ
た
資
料
のf

.

S

項
で
の
べ
た.よ
ぅ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
模
型
に
対
す
る
統
計
的
操
作
を
遂
行

_ 

.
す
る
に
は
、i

資
料
と
し
て
、'次
の
'条

件

を

充

た

す

も

の

が

求

め

ら

れ

な

け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
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各
家
計
単
位
の
ク
ロ‘
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
資
料
で
、
そ
の
階
層
分
類
が
理
論 

_模
型
の
外
生
変
数
に
よ
り
瓦
分
さ
れ
て
い
る
も
.の
。
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
、 

世
帯
主
賃
金
爪
階
層
別
、
非
世
帯
主
賃
金
奴
階
層
別
、
家
計
人
員
数
：

2
:別
資
料 

で
あ
る
。

(B
)

(A

)

の
条
件
を
充
た
す
資
料
が
少
な
く
と
も
ニ
時
点
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
。
あ
る
い
は
同
一
時
点
で
も
独
立
に
調
査
さ
れ
た
：
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ル
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プ
.資

料

が

最

小 

限
必
要
と
な
る
。
：

，

.

\ 

、

冒
贶
に
搔
げ
た
昭
秕
ー
一
十
九
解
九
月
の
特
泖
集

^-

資
料
は
？
世
幣
主
賃
金
階 

層
別
で
あ
ら
て
、
他
の̂
^

の
も
の
ょ
り
も
は
る
か
に㈧

双
の
条
件
に
近
い
も 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
は
わ
ず
か
，に
一
力
^

分

(

一
時
点) 

'の
み
し
か
現
在 

に
い
た
る
ま
で
諷
查
ず
抖
て
；い
な
い
。
ベ
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，方
年
々
の
普
通
の
家
許
調
査
資
料
は
、
畠
金
実
双
入
階
■
別
で
あ

っ

て

、
 

的
の
ど
の一

つ
の
条
件
を
も
充
た
し
得
な
い
が
、
時
点
の
数
で
は
^
項
の
最
小 

限
一
一
時
点
を
は
る

.

か
に
上
廻
る
時
系
列
資
料
の
数
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る

。

'

こ
の
ょ
う
な
費
斜
の
制
約
に
当
面
し
、，
や
む
な
く̂

刖
記
( f
t

)
の
条
件
を
無
視
す 

る
と
い
う
員
險
を
と
お
し
て
こ

の
稿
で
は
後
者
の
実
収
入
階
級
別
の
資
料
を
用 

い
た
。
こ
の
ょ
う
な
意
味
で
、
後
.

に
展
開
さ
れ
た
f t

測
方
法
は
、
こ
の
資
料
を 

使
用
す
る
こ
と
の
妥
当
性
の
検
定
を
も
兼
ね
て
い
る
。

，

以
下
両
資
料
の
差
異
と
、
両
者
の
及
び
使
用
さ
れ
た
資
料
の
構
造
的
特 

質
を
考
察
し
た
い0
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第
二
表
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昭
和1.

一

1

十
年
に
つ
い
て
の
ぽ
⑽
罾
型
に
含
ま
れ
た
諸
変
数
の

®
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で
あ
る
。
第
一
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較
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て
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条
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度
集
計
デ
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大
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と
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節
変
動
を
無
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し
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る
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と
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労
働
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給
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構
に
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の
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が

*K

と
考
え
ら
れ
る
の
に
対 

し
、
こ
の
表
は
：東
京
都
資
紘
に
限
定
し
得
るこ
と
で
あ
る
.

(

ニ
九
年
九
月
F

I

 

E

S

特
现
集
計
：ば
一ヵ
月
垒
国
デ
ー
タ
ぜ
る)

。

.

ど
の
牟
度
を
鬼
て
も
同
じ
で
.

あ
る
&

ニ
十
年
度
を
例
に
と
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階層
世帯数

n

人 員  

N + 1
有業人員

2 
■
&爾

+ 
+

雜 余 暇  

A

世帯主 
賃 金

Wi

非世帯主
賃 .，..命 

W2 ■

1 53 4.70 1.19 0.253 3.51 352 200

2 51 3.76 1.22 0,324 2.54 4,723 1,964

3 138 3.87 1.26 0.325 2.61 8,428 3,119
4 320 4.27 1.33 0,311 2.94 12,195 2,718

5 875 4,47 1.40 0,818 3.07 15,110 3,720

6 379 4.66 1.37 0.294 3.29 18,637 4,808

7 285 4.93 1.44 0.292 3.49 22,134 5,114

8 201 5.22 1*55 0.297 3.67 24,401 6,349

9 168 5.06 1.60 0.316 3.46 26,934 6,992

10 113 5,86 1.63 0.304 3.73 29,244 8,860

11 87 5.59 1.68 0.301 3.91 32,359 9,615

12 52 5.94 1.83 0.308 4.11 35,667 9,080

.1 3 37 6.03 2.08 0.345 3.95 38,682 9,176

14 30 5.60 1.57 0.280 4.03 43,609 14,979

15 20 5.75 2.40 0.417 3.35 : 42,018 9,185

16 71 5.63 2.11 0.375 3.52 54,828] 12,341

第 ； 図世帯主賃金率と有業率
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4 、 2 79 3.90 1.23 0.315 2.67 4,429
8 3 177 3,76 1.27 0.338 2.49 8,216
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76 20 24 5.79 1.79 0.309 4.00 59,272.
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第 :0 表 v4W ;A屮B  (W !十N W ) の計測値 

， 年 0,451041460 ( W ^ N W ) -  339.042
r^O.993355

27 年 ylW =0,4722772012 ( W i+ N W ) - 1,915.332
デニニ 0.986323

28 年 ; / 1W =0.3921310^)2 (W i+ N W )+ 1,127.083
ず；0.975333'

24 年 /1W =0.388333690 (W !十N W )+る055.062 
r  =  0.985327

30 ，iWニ 0.397402070 (W A lSjW )十 81.789 
r  =  0,991024

...... . . . . . -  . ン .；
1 五表統訃局家計調査報より作成

G. P, I. W * W /P -W
26 年 100 8,921.467 (1.000000) 3,921.467 (1.00000)
27 i\i 105,0 4,426；508 (1.128789) 4,215,722 (1.07504)
28 年 111.9 5,393.109 (1.375278) 4,819.579 (1.22903)
29 ^  119.1 6,562.510 (1.167348) 5,510.584 (1.40511)
30 ^  117,8 5,935.964 (1.513710) 5,039,019 (1.28498)

五
.
；
0

-し
ハ
〇
六

セ
最
初
办
ニ
条
件
の
ぅ
ち
の㈧

項
を
充
た
す
べ
き
で
：お
ひ
、
.'

若
レ
わ
れ
わ
れ
ゎ. 

実
収
入
階
層
別
の
資
料
が
考
え
ら
れ
る
標
本
毁
差
.

の
範
©

2

で
許
ざ
れ
た
と1> 

て
も
、
冬
れ
呔
お
<
ま
で
僥
倖
以
外
の
何
物
で
も
な

.<

、
ノ
鮮
学
的
見
地
か
ら 

す
れ
啟
許
さ
る
ベ
ぐ
も
な
い
実
験
資
料
の
使
用
を
あ
え
て
行
：？
て
い
る

こ
と
に

な
る
。.「

':
:

へ

■'
.
:■
一.

'

.

.

V.
:

'

: 

.
■
.

:
.
，て
::
:
:'1
.

.
!.
.
:
::'
:

以
上
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
え
て
実
収
入
醫
別
資
料
の
使
用
を
行
わ
ざ
る
を
得

な
か
づ
•
た
事
情
と'
、.■
そ
の
資
料
_
の
構
造
的
纖
は
明
ら
か
に
な
づ
た
と
思
5

。

• 

. 

■ 

• 

- 

; 

■ 

. 

_

.

.
 

;,
 

.

.

.

.

ノ
 

.

3

エ
十
，六f

三
.十
年
度
資
料
に
ょ
る
誘
導
形
の
計
測
結
果
い

こ
の̂

で
後
に
老
え
ら
れ
る
幾
つ
が
の
仮
説
に
対
處
す
备
訃
測
.結
果
女
検 

.討
し
て
ぉ
く
。
:

. 

' 

” 

：

ぐ
：
，
：
:

:•,
-
; 

: 

'、

,

計
測
さ
れ
た
式
は
：
'

」

.

.

:

'

.

!

:

.

 

:

-

m
:

i
w

=
,

f
^

w
*

=
A

+
B

<
w

l
+

_
)

：

'で
あ
.つ
：た
;0
.
.

第
因
表
第
五
表
は
家
許
調
査
現
金
実
収
入
階
層
別
昭
和

.
二

十

六

^

-

一
一
子
年 

度
資
料
に
ょ
る
そ
の
計
響
で
あ
る
。
-;
.
:

,

:

.

各

年

^

^
•'
.回

帰

の

相

関

は

極

め

て

高

い

ァ

厶

及

び

乓

の

時

系

別

変

動 

は
、.:
わ
れ
わ
れ
の
模
型
で
は
相
対i

の
変
♦
化
に
基
く
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。 

も
し
、
シ
フ-h
囊
が
考
慮
さ
れ
た
塲
合
に
は
、
計
測
さ
る
.
ベ
ぎ
式
は'.: 

'

匀
本
"
.A

1
C
1
P
P
V
K̂
T
F
)
-
M
2
1̂
-
M
3

 

'
ノ 

と
な
る
'

こ
と
が
、

ス.ト
ラ

ク
チ
ユ
ア
に
お
け
る
シ
フ
ト
項
の
定
式
.化
か
ら
導
か 

れ
る
。
こ
の
誘
導
形
の
計
測
に
も
と
づ
く
、
諸
パ
ラ
メ
タ
の
推
定
は
、
後
節

㈧

第 ’ 六 表 他 ! =  ± 1 (符号同順）-

26苹 27年 28年 29年 30年

び22 土 1.871 ±1.919 土 3.601 土 4,782
+ •

±3.850

)

年

85
0

:」

■棚 

2 

a
u
=
±
l
-

と

n
o
x
m
a
r
i
z
e

す

れ

ば

各

時

点

毎

に

、
'
第 

俯

年

4.
7

六
表
に
示
さ
れ
るI

を
導
出
し
得
た。

.

±1
2
 : 

d
 

.

こ
の
結
果
か
ら
は
、
所
得
の
限
界
効
用
を
遞
減
す
る
も
の 

2=
年

50

と
考
え
れ
ば
、»
1
1=
丨
1
と

n
o
r
m
a
r
i
z
e

し
だ
と
き
、
余 

02

公

±3

暇
の
限
界
効
用.も
遞
減
し
、:
そ
の
大
き
さ
は
大
巾
に
変
動
し 

表

.
年

19
•

て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
逆
も
ま
た
成
立
つ
。
こ
れ
と
第 

山/

27
±1
.

五
表
の
賃
金
率
変
動
指
数
を.比
較
す
：れ
ば
、
こ
の

|

の
変
動 

第 

' 

1

が
ラ
ン
.ダ
ム
な
も
の
で
は
な
く
、
何
か
の
要
因
に
支
配
さ
れ 

卿

1.
8

'

て
シ
.ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
動
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■

•

土

こ

.
の
.撰
好
場
パ
.
ラ
.
メ
：タ
の
不.安
定
性
を
支
配
す
厶
&

之 

V
 

し
て
、
-—
,'

づ
'
は
独
立
財
の
仮
定
、
他

は

撰

好

場

の

.
.
s
h
i
f
t

 

i

-;
: 

c

g
移)

画

^'

考

え

だ

。
：へ
こ
れ
等
を
考
慮
し
た

.
結

果

が

次^ 

で
故
尉
さ
札
る
。

パ

.

:

:

:

所
得
丨
余
暇

撰
好
場
の
測
定

■

「

周

蜜

^

1

ネ
！

*

s
t
r
u
c
t
u
r
e
s
-
j

^

A

=

.

o

^

+

§
»x
*

r

Ml
'

v
 
益
 

p

f

c

^

i

l

f

w
-x
-

+

N

*

,

.

'
C

=
W

1

4-N
W
)

,

•
 

■
 

■,
 

o 

o

r
e
d
u
c
e
d

 

f
o
n
n

 

l
,

^

l̂l
5

^

-

f

w
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(

5
 

.模
型
f

)

i

撰
好
場
に
変
移
要
因
を
考
曝
し
た
場
合
の
パ
ラ

メ

タ

の 

'
.
.導

岀
.
.

' 

一：
'

'

-
'.
'
.
:
:

所

得

丨

余

暇

，の

撰

択

摸

型

で

は

、
，

双
罾
は.a

g
g
r
e
g
a
t
e
: 
p
o
i
m
p
t
i
o
n

 

と
し
.
て
定
義
さ
れ
た'
1>

か
る
に
消
費
行
動
理
論0

実

匿
»

究
史
は
.
.
1
>
0导 

K

f

 

i
o
n
.

を
^

^

.

^

?
論
争
を
中
心̂

しV
、

消
費
撰
好
場
の一

義
的
な 

安
定
性
が
相
次
：い
史
否
定
含
れ
、
撰
好
場
を
変
移
せ

'.
1

>

め
る
要
因
分
析.
に
、
習 

慣
形
成
仮
説
と
資
産
仮
説
、
絶
対
所
得
仮
説
と
相
対
所
得
仮
説
の
対
立
を
め
ぐ 

っ
て
、
多
く
の
研
究
が
成
果
を
あ
げ
て
き
：た
。
：家
計
行
動
を
消
費
行
動
と
そ
の 

前
提
と
な
る
所
得
を
決
定
す
る
た
め
の
労
働
供
給
行
動
の
結
合
と
し
て
と
ら
え 

る
所
得
I

余
暇
撰
好
の
摸
型
で
は
、

：

こ
れ
等
の
経
験
的
事
実
に
基
く
諸
研
究
の 

結
果
と
の.
理
論
的
®

が
i

な

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

.

.

.
；

所

得
S

る
い
は
消
費

〕

I

余

暇

.の

撰

好

場

は

果

た

し

て

時

系

列

に

対

し

安 

定
的
で
あ
る
ぅ
か
？
-'
,

前
項
の
計
測
結
果
は
、
：独
立
財
の
仮
定
と
相
ま
っ
て
少
な
く
と
も
撰
好
場
パ 

ラ
メ
.タ
の
不
安
定
性
を
立
証
し
てい
る
。
以
下
若
！

f

の
変
移
要
因
分
析
の
意
味 

を
考
察
し
た
い
。.

V

.

;

:

,

そ
の
第

1

ば
、
所

得(

消

費)

.'

.:と

余

暇

の

独

立

財

の

仮

定

を

否

定

す

る
こ
と 

で
あ
る
。
所
得
を
所
与
と
し
た
消
費
行
動
理
論
に
お
'け
る
消
費
撰
好
場
の
変
移 

は
、
こ
，の
.独
立
財
.の

仮
定
：を
否
^
す
るこ
と
.に
よ
-?
て
余
暇
の
影
響
に
よ
る
変 

移

：を

惹

起

せ
し
め
る
だ
ろ
ぅ。
:そ
の
第1

一
は
逆
ヒ
消
費
行
動
自
体
が
そ
の
内
部 

，
で

自

動

的

む

生

み

出

す

变

移

要

因

^,
;
、

所

得

丨

余

暇

撰

好

場

に

変

移

を

生

ぜ

し 

.
め
苓
こ
と
吖
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。

：

.

.

:

五

一

(

六
0

七
>



の
影
響
は®

 k

比
し
よ
ゎ
重
大
な
要
因
と
思
わ
れ
る
；
。

：

.

.

 

す
で
に
⑴
独
立
財
、
：
変
移
な
し
の
計
測
.
は
前
項
で
な
各
赶
。
：次
：に

遽

立

：
 

財
の
仮
定
を
否
定.し
、
ー

：

方
変
移
要
因
を
考
え
な
い
場
合
の
.
計
測
を
行
い
、さ
ら： 

に
⑶
独
立
財
の
仮
定
を
と
り
ク
他
方
変
移
要
因
を
考
慮
^
た
場
合
の
計
測
を
行 

づ
て
’

^

替
を
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
尨
こ
こ
で 

は
⑵
、
⑶
の
段
階
を
越
え
、

ー
拳
に
⑷
独
立
財
の
仮
ま
を
否

^

し
ノ
更
に
消
費 

の
変
移
要
因
を
考
慮
し
た
場
合
の
.
計

測

結

果

を

と

：り

_上
げ

る

：とと

に
:1
>

よ
ぅ
0

'.

独
立
財
の
仮
定
を
と
り
去
っ
た
と
き
所
得
と
余
暇
の
限
界
効
用
の
式
は
次
で 

示
さ
れ
る(

以
下
記
.号
.
の
筒
単
化
の
為
に
：
*

印
を
と
り
の
ぞ
く

-:

と
に
す
.る0)

^

|

 

茗
=

a

l

+

a

s

+

a

l

l

r

A

=

a

2

+

f

f

 
4

と
こ
.
に

a
i
s
v
o

な
ら
ぱ̂

と

？
は
靈
冗
財|
,

<

0
な
ら
ば
代
替
財
の
性 

格
を
も
ちa

l
2
=
o

な
ら
ば
独
立
財
で
あ
る
。

'■

.

次
に
消
費
の
動
的
行
動
自
体
が
そ
の
撰
好
場
を
変
移
せ
し
め
る
要
因
変
数
を 

2

で
示
せ
ば
、V.

は
明
ら
か
に
そ
の
消
費
主
体
の
過
去
の
.消
費
水
準
に
依
存
す 

る
も
の
で
あ
る
力
ら
亡
期
前
の
消
費
量
.を
^

丨」

と
し
て

m

:

s

=

^

?

l

,

;

-

2

'

:

:

4

-

r

:

:

0

と
表
わ
せ
る
。
气
が
今
期
の
消
費
の
効
用
に
変
移
を
与
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
わ 

れ
わ
れ
は
そ
の
作
用
過
程
を
効
用
場
の
定
式
化
に
次
の
様
な
形
で
導
入

.す
る
。 

s

.
%
=
=
a
o
+
<
x
l
(
g
+
2
0
'
H

;

^

~

^

+

N
v 3
+

s

l

2

(

<)
+.
^
•'
 A

十

to
.
.
.
.

ゾ

限

界

効

用

の

摩

：

T

g=
a
l
+
c
&
l
i
(
g
+
;
5
0

十 
a

l

l
 

0

{

;

S"
t>
-

=

a

2

+

a

2

^

-+
a

l

2

^

+

^

,

あ
る
い
.
は
'

..
s

l

f
 =

 

c

a

l

+

a

l

l

^

+

a

l

l

g

+

a

l

t

 

F

A
 
=
=

(

8
2
 

+
 

0
2
2
^

.+0
2
2」

+
a
l
2
g

«

v

o

で
作
用
す
れ
ば
、
，财
の
.形
か
ら
資
産
仮
説
的
な
変
移
の
解
釈
が

な
さ 

れ
マ
若
し
さ
ち
に.a

u
<
0
.

な
ら
ば
、
所
得
の.限

暴

用
f

を
s

u

a

a

oで 

年

.々引
き
下
げ
る
働
き
を%■
つ
。

.

.
又
.
：<

°.

の
値
を
も
て
ば
、S

の
.
定

式

化

：か

ら

習

慣

仮

説

的

.

(

あ

る

.い
は
中 

毒
的)

■
解
釈
が
現
実
の
変
移
要
因
と
し
て
把
握
さ
れ
、
更

に

G
u
<
0

な
ら
ば 

a
l
l
r
u
v
o

 

の
大
き
さ
で-v
所
得
の
限
界
効
用
蒼
.を
年
々
押
し
上
げ
る
作
用
を 

も

，

'

'

.
: 

a
l
sAV
o

:

に
疮P

て
、
同
様
に
余
暇
の
限
界
効
用
の
.載
片
を
変
移
せ
し
め
る 

こ
：と
は
匆
論
で
あ.る
。

' 

ノ
 

-

ざ
て
、
こ.
の
：仮

説

に

基
0

く
ス
.

ト
1
フ
ク
チ
.
ユ
ケ
の
構
成
を
考
え
ょ
ぅ。
.
 

.

変
移
変
数
：名
は
構
造
的
に
はQ
i
ふ

:
J 
A

a

,…
…

な
る
す
べ
て
の 

過
去
の
消
費
形
態
の
今
期
消
費
水
準
べ
の
影
響
度
を
示
す
も
の
，で

.
あ
る
が
、
肩 

知
の
、、

0

と
く
家
計
調
査
資
料
で
は
各
階
層
に
属
す
る
家
計
を
年
々
追
跡
す
.る
こ 

と
が
：で
き
な
い
。
景
気
の
波
に
宓
じ
て
変
動
す
る
所
得
分
布
の
特
定
位
置
に
出 

入
す
る
各
家
計
を
、
各
時
点
毎
に
独
立
に
抑
え
た
も
の
で
あ
る

。

'

そ
こ
で
、
：备
年
度
毎
に
得
ら
れ
る
稼
得
可
能
所
得
階
層
に
対
し 

鋈

.
s
=
a
K
w
l
+
N
W
)
、
+

$

■■

と
、.
外
生
変
数
の
一
次
の
関
係
に
お
く
0'

こ
こ
に(

W
1
+
N
W
)

は
各
家
計
人 

員
全
部
が
W,

と
W

の
賃
金
率
の
も
と
に
就
業
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
き
は
得
ら 

る
べ
き
稼
得
可
能
}
^
を
表
わ
し
て
い
る
0 ,

.

限
思
効
用
式
ば(

添
字
i

と
*

印
を
省
略
し
て)

’

'

I
S
A

 =

 (
a
J
J
+
a
u
^

'+a
s
i
^
H
-
a
l
^
.

s

r

 

• W
H

a
c

w
v

f
N

W
)

-
!

-
^

.

制
約
式
は
？
吣+
"

^

=(

^

1

+

1

?

^

)

限

霖

用

均

等

式

は〈

(

a

l

+

a

l

l

g

)

.

.

.
+
g
l
!Q
+

Q

1
2̂

(

©

2+

8
1
2
2
0
-1
-

0
2̂

4-
®

.

^

.

.

.

.

.

'
 

^

> 

: 

:

:

M

.

.

.
計

測

式

に

対

応

す

る

誘

囊

は

■:
:

.
:

.

.

.
 

. 

. 

.

.

、

 

. 

：
 

-

s

.
 

j

 

~
f
^
*
(
w
g
n
—
a
l
2
)
i
3

:
.
.
s 
は W
2
l
:
2
a
w
2
w
+
a
2
2
v
.

'
.

,

一

-

w
*
(
w
a
l
l

I

J?
.
x-
l
+-
*

s

(

w

l

十
.

N
"
V
0

+

0

 

o 

I

•

'

,
o

n

w

w

—

2

®

2

w

+

a

2

2

.

こ
の
式
力

.

ら

a

u
,

'o
22
>
;

a

l

*

R2V
ft
-
.
.
. 

i
s
.

を
推
定
す
る̂

は
少
な
<-

.と
も 

三
時
点
の
許
製
を
必
要
と
す
る

(

プ
ル
V

法)

。
，

.'

わ

れ

わ

れ

は

、

一
一
十

六
、；，
}

一
十
七
、
二
十
八
年
の
三
々
年
で
得
詳
測
値
と
、
：
 

二
十
七
、
二
十
八
、
ニ
十
九
年
の
|
1
ー
々
年
で
得
ら
れ̂

^

を
比
較
す
る
こ
：

.
所

得—

余
瑕
撰
好
揚
：の：
测定‘
へ

■

.

-1.0135
ルは

と
.
に

よ

つ<■
、
：
そ

の

安

定

性

を

検

定

し

よ

ぅ

と

試 

み
た
。

,

'
、第
七
表
に
計
測
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
両

36

ー
ー
と
20
ノ

«

る

0.
.
計
測
で
は
、
共
にsll=

11

と

n
o
r
m
a
r
i
z
e

8

表

1.
0

値

1

個
：

«=

fl

‘
:

合
.

.
,84
.
 
.
.
‘5 1

:
を 

た
.も
の
で
あ
る
が
 

a
l
2
r

sa2
2
?

 

R
.
.
.は
共
に
そ
の. 

^

-1
.

2

/
-1
.

2
47
7 8
,

“
M'
i
!
酿
頭
は
極
め
て
小
と
考
ぇ
ら
れ
、
撰
好
場
。ハ

^
.
.

 

il 

:
-

1'2

巧

氡

年

a2

年
：I

 

_
_
_=0
.
ぅ
。

;

.

を

力

〜

カ
^
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万

a

,

R
1
1
<
0
,

 

a
l
2
<
p

 

f

A

o
 

の
値
は「

所
得
、

I
'
l

 

.

余
暇
共
に
そ
の
限
界
効
用
ば
適
減
し
、
か
つ
両
者 

I 

\

「

は
甚
に
代
替
財
と
し
て.の̂

^

を
も
つ」

-.
と
を

シフト

年Q 3 
-L1325,
年

o  i 

；13：

11

9,

^

-

2
 

2
 

M

 

.

.
4
J

年
.t

年
.
,
a

1

:

ー2—:

示
し
て
：い.
る
0

さ
ら
に
“

 

<

Q

は
、

所
得

の

.限

界 

唛 

7

-1
8

-2
O
P 

第 
2
 

- 

2
 

_

'
効
用
ぃ
に
対
し
て
はa
l

l

R

v

o、
余
暇
の
限
界
効
用

年

I

年
.

|

'
ーー'
を

，
に
関1;
て
は
|

ウ
9

^

^

26

«1

に
つ
れ
て
そ
の
載
片
を
上
方
に
シ
フ
ト
せ
し
め
て 

い
る
。.
以
上
は
撰
好
場
を
変
転
.せ
し
め
る
要
因
と
し
て

、
ぽ
■
だ
^
に
お
け
る 

習
慣
彩
成
：の
仮
巍
が
妥
当
ず
る
；

I

:

を

表

，わ

し

て

い

よ

ぅ

。
こ 

、

第

七

表

最

下

欄

を

見

る

と

、
，
シ

フ

ト

変

数

の

常

数

項

^

は

年

毎

に

増

大

し

て 

:

い
る
°!
:

こ
の
事
実
は
何
に
起
因
す
象
。
景
気
上
昇

〈

裏

)

期
の
所
得
分
布
変
：
 

動
に
対
す
.
る
、
各
家
計
の
適
裕
過
程
の

f

間
的
ズ
レ
に
、̂

変
動
の
：要

因

が

存 

茌
す
る
の
昏
ぅ
と
推
論
さ
れ
る;0
げ
ぎ
ど
も
こ
の
議
は
未
だ
統
計
的
に
確 

認

さ

れ

た

訳

で

；
は

な

い

。
：

'.
:
''；
ぺ

. 

: 

'五

三

(

六
0

九)
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du
3/1

W4
( m w3

w2 

w,

const

第十一表（3 0年)
相関係数=0.9880

蕭 (実) 
R

vlW(理) 
: n

a ニ/m

- 4 W

7,822 ，7,882 • 55
9,444 9,663 21分

10,106 10,582 476
13,254 13,325 71
15,060 15,073 13
15,740 16,013 274
21,287 21,509 221
25,88& 26r641 951
30,708 31,023 315
33,911 38,678 -2 3 3
32,109 32,115 6
30,053 31,471 1,417
33,836 33,753 ■―1,080 •
39,644 41,580 1,936
41,945 42,523 578
46,042 47,254 1,212
39,405 40,107 702
38,795 39,808 1,013
57,977 58,867 890

限界効甩曲線

界効用式

第 九 表 2 7 年，2 8 年度資料より

抑 
du

-3.9232—g 2.3312/1+2.11090W!

Ya  = —6,4046+2,1522/1-2.3312 >1+ 3.64539

但 し 《I =  Otl'Wl + 氏， «2 =  Of2Wi+^2 
an =  — i ai+/9x = -3,923255 ai =  i2.110908
022 =  2.152208 

2.331223
02+ ^ 2=  —6,404638 £<2=3.64539

2 6 年

第 十 表 2 6 年，3 0 年度に対する予測

Ar a 2 A^
'実測式（A ) 0.880024 -0.953375 1.219030

，理論式（A) 0.897792 -1.034872 1.673472
A A = A ―A -0.017768 +0.081497 -0.45441S

A, A2 .A3
f実測式(A ) 0.789900 -0.763573 1.021483

L理論式（ぶ） 0,812058 -0.796559 1.164066

J A = A — A -0.022160 +0,032986 -0.142583&

>

趿
界
劝
用
過
增

七
-

. 

: 

/

は
、
ぁ
ふ
:1
#

点
：の_

比

較

：に

規

わ

れ

る

限

界

効

用

上

昇

め

状

態

.を
示
す
。 

,
.更

ゆ

々

ど^

は
互
に
代
替
財
と
し
で
：作
用
す
る
？
以
上
が
模
型

(

I

)

に
ょ 

る
構
造
係
数
め
推
定
と
、
そ
の
安
定
性
に
対
す
る
検
定
の
概
要
で
あ
^
。

. 

.

五
.
五
' 

(

六
.
.

1
.

—-〕
'

.よ
ぅ
。

一，
 

.

,
■•
'

余
暇
の
限
界
効
用
は
第
五
図

S

の
よ
：ぅ

に

、
:
遲

減

し

、
，

1

形
成
の
効
果
に 

よ
り
、
所
得■

の

上

昇

と

典

に

上

方

，に

シ

フ

ト

せ

し

め

ら

れ

る

？

因

の

A

—

 

が
線
は
、
特
定
時
点
に
み
ら
れ
る
各
家
計
間
の
f

効
用
.
上
昇
線
で
お
る
。
余 

暇
の
限
界
効
用.も
遞
増
し(

労
働
の
限
界
不
効.用
は
遍
増)

、
さ
ら
に
消
費
の
習 

慣
形
成
効
果
は
、
限
界
効
用
線
を
上
方
に
シ
.
フ
.
ト
さ
せ
.

る
0

的
の
它
丨
攻
線

，所
得
I

余
暇
撰
好
場
の
測—

-

-

第 ../V表 . : : : : : / Wi 十N W )+ i^ 2W i十ん .(千阿举位).

2(3 年 0.88002456 -0.9533750 1.2190300 0.9986
27 年 0,88182508 —0.98102188 1,5591220 0.9989
28 年 0,83866580 -0.8618167B 1.2978970 0.9987
邪 年 (0.65342618) . (-0.57992843) 08.2120960) (0.9865) 
30 年 0.78990050 -  0.76357271 1.0214830 0.9942
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模
型
：，-C
I

)
_
_
_
—
.
2
=
a
w
+

xc>
.

の
仮
説
ム

. 

模
型
C

I

X

I

)

に
お
い
て
は
、
第
四
表
に
示
さ.

へ
れ
た 
> 

:蠢

回

帰
.0

誘
導
型
、|
=

^

+

;

6

(

身

：

+
N
W
>

の
式
に
つ
い
て.、
構
造
係
数
.の
推
定
が 

行
わ
れ
た
0 

.

(

'■
第
■

は
"

■

表
0

象

:.
+

国

〕

、
の
項
を 

:

分

解

し

：を

，
恥

f

N W
f

 H

変
数
を
独
立
変
歎
：
 

:

に
と
：り.ぞ
.€>

重
回
帰
が
：ち>-
;

:
::
;,
,
,

-
,
©

.

A
l
c
w
x
+
N
W
)

 +
A
2
"
W
2
+
A
3
.

を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
：

若
し
、
模
型(

I

)

Q
 

1

卩ハ

-

^

+ -
l

)

+

t c
> 

め
ー
诺
式
が
芷
し
い
な
ら
ば
、
.I

=
B
1
N
W
+
B
”

 

，身

4
-穸

：

の
a

回
帰
の
も
て
は
：め
に
お

i
v
B
l
f

 

W

ド
.1>

た
：が
：
艺

て

第

八

表

ゼ

A
1
4

の

値

が

期

待
'
.
 

さ
れ
る
.a

i

か
が
わ
ら
ず
実
際
に
は
、A 2
o .
:
負
の

数
^ .

か
得̂

:

れ

，た

。

こ

：
の

事

実

は

先

程

.

の̂

の
.
時
 

養
変
動
の
結
果
と
相
ま
.

つ
て
ね
=

天
勻
.

1+
|

>

+

>

に
代
り
、
新
た
に

の
定
武
化
を
導
入
さ.せ
る
'.
0:

第
八
表
の
計
測
で
、
昭
和29
年
式
は
明
ら.か

に.
r
c
m
l
t
i
-
c
o
l
i
a
e
a
r
l
t
y

.

の
.'
 

生
じ
て
い
る
--

と
が
ほ
ぼ
検
証
さ
れ
た
の
で
、
構
造
係
数
の
横
定
方
式
に
.は
採 

り
上
げ
な
か.
っ
た
。

.

.

'

s
h
i
f
t

 

v
a
r
i
a
b
l
e

f

s
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s
t
r
u
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r
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第
八
表
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名
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A
l
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w
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+
N
W
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A
2
w
l
+
A
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に
対
疮
し
て 

r
e
d
u
c
e
d

 

f
o
r
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u
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Q
1
1
W
2
I
F
2
W
+

奢

.

.
a
u
w
2
—
2
a
l
2
w
+
f

K

w

*

{

w

(

gj
l
+
j
9
1

)

l

(

g

2

+tc
)
2

)
》

■

©
i
l
w
w

1

2
a
l
2
w
+
c
x
2
2

a
n
n

丨1
:、

と

n
o
x
m
a
r
i
z
e

し
て
、
各

；
^

を
検
定
す
る
に
は
、
こ
の
場
合

I 

f

 

皓
点
の
瓯
麗
を
必
要
ゼ
ず
る。
:,
-
'":
^

.
:

:
■
/

4

昭
s

.

j
十

七

年

：

ニ
：：

十

.八

年

度

回

帰

か

ら

得

ら

れ

た

結

果

が

第

九

表

に

示

さ

れ

.

.る
。
,

'

:.,
:

.ベ

•'
八
 

'

い
こ
の
結
果
を
検
定
す
る
為
に
、：
-:

十
六
年
ネ
三
十
年
の
予
測
を
行
っ
た
。
第 

九

表

：の

各-
«*

を

用

い

、
ぐ-:
十

六

年wil
l
.

十
年
の
労
勸
給
函
数
を
導
き
，
そ.
 

の
パ
：ラ
メ
タ
を
第
八
表
：の
実
測
値
と
比
較
し
た
%

の
が
第
十
表
で
あ
る
。

：

何
れ 

も
差
は
10
%

以
内
で
あ
る0 

.

■

'
.

/.
,:

■
:
.,

ノ 
：
■■

':ン
.：：
.
y
:
、
：

',
■■
'

三
十
年
度
に
対'す
る
抑
と̂

.

の
比
較
は
第
十.F

表
に
示
さ
れ
る
。

以

五

偏

差

は

：芷

に

偏

々

て

ば

.，い
る
が
何
れ
も
約̂

%

の
範
囲
に
あ
り
、
こ
れ 

に
ょ
っ
て
第
九
表
に
得
ら
れ
た
結
果
の
安
定
性
は
ほ
ぼ
確
証
さ
れ
た
と
見
ら
れ



2 6 ^  Tokyo ( ^ ： ^ S P6r fam lly )

27 年 Tokyo

. . . ” 
階 層 V N + 1 ) + 1 Wi r

A + l ,
N4-1

〜3.91 123 4.55 1.36 3.19 424 0,299
4 ~ 2 170 4.11 1.29 ■ 2.82 5,042 0.314
8〜 B 362 4.25 1.25 3.00 8,714 0.294

12~ 4 592 4.27 1.26 3.01 12,554 0.295
16〜 5 643 4.47 1.29 3.18 15,995 0,289
20^ 6 550 4.78 1.44 3.29 18,440 0.304
2令〜 7 342 5.06 1.50 3.56 21,967 0,296

2 8 ~ 8 251 5.08 1.93 3.15 25,099 0,880
さ2〜 9 153 5.28 1.73 3.55 26,228 0.327,
36 一 10 122 5.48 1.75 3,73 29,169 : 0.319

40〜 11 > 2 4 6 5.68 1.81 3.87 41,872,. 0.319

計 o r平均 3,431 1 :

階 層 n N + 1 パ+ 1 A W i パ+ 1/N + 1

〜3.9 1 166 4.42 1.17 3.25 691 0.265
.4〜 . 2 72 4.26 1.15 3.11 4,416 0.270
6〜 3 176 4.09 1.29 2.80 6,013 0.315
8〜 4 269 3.80 1.20 2,60 7,895 0.316

10〜 5 362 4,08 1.22 2.86 9,862 0.299
12〜 6 438 4.21 1.20 3.01 11,627 0.285
14〜 7 471 4.62 1.26 3.36 13,208 0.273
16〜 8 341 4.69 1.35 3.34 14,723 , 0.288
18〜 9 281 4.78 1.36 3.42 16,543 0.285
20〜 10 261 4.99 • 1,43 3.56 17,456 0.287
22ん 11 181 4.80 1.43 3.37 19,095 0.298
2 4 ~ 12 146 5.17 1.62 3.55 19,815 0.313
26〜 13 93 5.16 1.72 3.44 21,194 0.333
28〜 14 92 5.B6 1.82 3.54 23,424 0,340
3 0 ~ 15 322 5.83 1.76 4.07 32,946 0.302

計 o r平均 3,505

所
得
I

余
暇
撰
好
場
の
測
定

五

七
パ

六
i

.

V

結
:

語

：

.

.

.

.

.

わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、
直
接
の
目
的
と
し
て
労
働
供
給
の
機
構
を
明
ら
か
■に 

.
す
る
こ
と
が
ら

出
発
し
た
。
曼

に

お

い.て
も
既
に
の
べ
た
如
く
、
：労
働
供
給
'
.
 

两

数

を

自

律

的
'な
基
本
構
造
か
ら
導
く
為
に
は
、
所
得
丨
余
暇
の
撰
好
場
パ
ラ 

メ
タ
の
統
計
的
導
出
が
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
撰
好
場
を
実
際
に 

計
測
す
る
に

当
り
、
多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
は
余
暇
とg:^

^
g
x
p
e
l
l
d
i
t
u
r
e

と
し
て
の
所
得
は
、
互
に
独 

立
財
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
も
し
独
立
財
で

.
•な
い
な
ら
ば
'
余
暇
は 

消
費
：の
：限
用
を
シ
フ
ト
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

一
そ
め
第
二
は
、
逆
に
、
消
費
理
論
で
そ
の
.効
果
が
確
認
さ
れ
0:
つ
あ
る
消
費 

.
撰
好
場
の
.シ
フ
ト
要
目
が
、
所
得

—

余
暇
撰
好
場
|

した
が

？
て
労
働
供
給 

函
数
を
変
位
せ
し
め
る
め
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
.な
ら
ば
、
そ
の
要
因
は
習 

憤
仮
説
的
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
るか
、
あ

る

い

.は

資

産

仮

説

的

解

釈

に

妥 

当
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
，ば
な
ら
な
い
。

■

こ
れ
等
の
問
題
に
対
し
て
得
ら
れ
た
、
上
記
計
測
の
結
果
は
次
の
ょ
う
に
要 

約
さ
れ
る
。

⑴
所
得
ヴ
の
限
界
効
用
は
遞
減
し

c
a
l
l
A
S
、
.

余
暇
の
限
界
効
用
は
遞
増
す 

る

(

a

2

2

v

s。(

労
働
の
限
界
効
用
は
遞
增

)

■
■

_

得
と
余
暇
は
互
に
連
関
財
で
あ
り
、
か
つ
代
替
的
で
あ
る
。

(
a
l
2
<
3

 

こ

の
こ
と

は
余
暇
が
、
悄
費
の
跟
界
朝
用
仓
ッ
フ
十
せ
し
め
る

'
こ

と
を
示
し 

て
い
る
。

五
六
：
：(

六 

ニ
ー)

；

眺
消
費
撰
好
場
を
シ
ブ
ト
せ
し
め
る
要
因
の
導
出
ば
、
習
慣
形
成
仮
説
の
妥

l

i

k

e

 

?

 

^

「

⑷

シ
フ
ト
項
を
考
慮
し
な
い
場
合
：

(

摸

罌
''
'
:
.に

蕾

さ

れ

た

繁

の
ダ
ス
テ 

マ
テ
ノ
ッ
‘ク

，

な

^

動

は

模

型

(

I

)

及

び
f

)

の
計
測
に
お
い
て
、
独
立 

財
仮
定
の
否
定
と
、
シフ
ト
要
因
の
導
入
によ
り
処
理
さ
れ
た
。
第
四
表
と 

第
七
表
の
回
帰
線
の
比
較
か
ら
、
瘼

型

：

(

I

)
.

の
結
果
が
、
最
も
良
好
な
も 

の
と
考
え
ら
れ
る。

.

(5
)

模

型

(

I

)

で
は
シ
フ
ト
項
の19
1

沁
が
計
測
さ
れ
て
い
な
い
。：
模
型

(

1

〕 

の
队
の
変
動
す
る
結
果
と
と
も
に
、
所
得
分
布
変
動
の
影
響
が
次
に
考
慮
さ 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

:

使
用
さ
れ
た
実
収
入
階
級
別
資
料
に
関
す
る
限
り
、
以
上
の
費
は
互
に
よ 

'く

一

致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
最
钮
に
の
べ
：ら
れ
た
よ
ぅ
に

、
.
 

こ
の
：資
料
を
用
い
る
こ
と
の
正
当
性
が
1

的
に
実
|

|

さ
れ
た
訳
で
は
な'
い
。 

安
定
条
件
や
そ
の
他
の
統
計
的
処
理
に
関
す
る
諸
問
題
が
残
さ
れ

^

;)

る
。.

こ
：
 

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
展
開
さ
る
べ
き
、
，賃
金
決
定
機
構
の
問
題
と
共
に 

次
稿
に
ゆ
*
つ
る
こ
と
に.ち

る

。
•«
後

に

計

測

に

使

用

さ

れ

た

諸

資

料

を

掲

げ

て 

ぉ
.

く
。; .

.

一
 

(

注
1

>
 

安
定
条
件
や
そ
の
他
の
年
度
に
対
.
す
る
予
測
等
は
、

こ
の
稿
で
は
残 

さ
れ
た
：。：
こ
れ
ら.に
つ
.
い
：て
は
？
拙

稿「

家
計
行
動
に
お
け
る
所
得
決
定

」 

生
産
性
本
部
参
照：0,
.

C

法
2

)

.

こ
の
.稿
に
対
しV

は
、
.
.同
研
究
室
迁
村
江
太
郎
氏
：、
小
尾
恵
一
郎
氏
、

.

猫
藤
保
氏
办
ら
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
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経
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あ
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さ
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嗦
座
目
す
べ
き
も
の
と

t

う
べ
：き
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
及
び
ド 

イ
ッ
と
.
.い
：う
主
要
資
本
主
義
国
の
長
期
に
わ
た
る
拡
大
再
生
産
の
姿
を
抱
括
的 

に
広
汎
な
資
料
に
ょ-p
.
て
浮̂

ゥ
に
し
て
い
る
こ
の
労
作
は,
単
に
、
消
費
財 

生
産
に
対
す
る
患
産
財
生
産
め
優
先
性
の
法
則
を
実
証
し
て
い
る
と

1>
う
点
に 

お
い
て
の
み
な
ら
ず
、'資
#

主
義
1|
|

済
恐
慌
の
.理
論
的
歴
史
的
研
究
の
上
に 

お

い

て

洵

に

有

用

な

資

料

と

い

う

べ

き

で

あ

る

。

.-

.
こ

こ

に

で

き

る

だ

け

患

実

に 

紹
介
じ
て
参
考
に
供
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
'

読
者
は
ダ
チ
ン
ス
キ
ー
の
行
っ
て
い
：る
比
較
の
た
め
の
時
期
区
分
に
つ
い
て 

ば
必
ずB

も
賛M

し
難
い̂

の
が
あ
ず
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
罾
㈣

の
_

の
根 

擁
及
び
此
服
が
か
か
げ̂.
れ
て
い：

る
こ
^;
.
に
i

っ
：

V
、
：

有
意
義
に
利
用
で
き
る 

し
、.
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た
出
典
を
ひ
も
と
い
て
疑
義
を
正
ず
こ
：と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
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28 年 Tokyo

階 屑 : w N + 1 ^ + 1
： . v  ’ ： . 

n ' . . -
W, M +l.

N + 1
〜3.9 1 63 4.38 1.27 3.11 852 0.290

2 113 4.08 1.B2 - 2.76 . 4,545 0.324
8j * 3 203 3.99 1.30 2.69 8,394 0.326

12〜 4 401 4.10 1.26 2.84 12,071 0.307
16〜 5 492 4.41 1.33 3.08 15,588 0.B02
20〜 6 495 4.71 1,34 .3.37 18,667 0.285.
24〜 7 392 4.94 1.47 3:47 21,802 0.298
28〜 8 817 5.02 1.53 . 3 . 4 9 . 24,507 0.305
32〜 9 272 4,97 1.51 3.46 28,408 0.304
号6〜 10 218 5.16 1.70 3,46 30,176 0.329
40〜 11 110 4.86 1.60 3.26 32,775 0.329
44〜 12 106 5.12 1,76 3.36 36,712 0.344
48〜 13 63 4.94 1.65 3.29 39,933 0.334
52〜 14 42 5.36 1.83. 3.53 41,465 0.341
5 6 ~ 15 34 4.91 1.68 3.23 47,768 0,342
60〜 16 100 5.22 1.77 3.45 63,939 0.339

計 o r平均 3,358 . . . .

29 牟 Tokyo

階 層 n
t

N + 1 パ+ 1 A Wx パ+1
N + 1

〜3.91 66 4.17 1-12 3.05 268 0.2684^^ 2 38 3,74 1.18 2；56 4,638 0.315
8〜 
12〜

3 149 3.83 1.22 ― 2.61 . 8,482 0.318
4 324 3.94 1:26 2.68 12,275 0.319

:16〜 5 392 4.16 1.25 2.91 15,451 0.300
20〜 6 496 . 4 . 54 1.38 3.16 18,611 0.304
24〜 7 445 4.76 1.42 3.34 22,046 0.298
28〜 8 376 4,95 1.5B 3,42 23,920 0.309..
32〜 9 303 5.05 1.57 3.48 26,901 0.311
36〜 10 240 5.15 1.72 3.43 29,552 0.334
40〜 11 208 5.14 1.53 3.61 34,292 0,298
44〜 12 161 5.13 1.57 3.56 37,563 0.306
48〜 13 107 5.29 1.51 3.78 • 42,504 0.285
52〜 14 65 5.45 1.72- 3.73 40,443 0.316
5谷〜 15 71 5.81 1.79 3.52 44,912 0.337
60〜 16 62 5.52 1-82 3.70 , 48,537 0.330
64〜 17 48 5.69 1.69 4.00 53,619 0.297
68〜 18 35 5.89 2.11 3.78 51,818 0.358
72〜 19 28 5.85 2.04 3.82 54,742 0.348
76〜 20 25 6.08 2.80 3.28 50,568 0,461
80〜 21 81 6.09 2.05 4.04 85,067 0,337

計 o r 平均 3,654


